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【移住者が拓く農泊事業】 

ＮＰＯ法人 美しい村・鶴居村観光協会 

事務局長 服部  政人  氏（北海道 鶴居村） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「私は酪農の応援団です。！！」 

毎回、農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナーを終えて感じるのは、ケーススタディを

学ぶことも重要ですが、何を考えて、どう取り組み、その過程で起きた事象に、どのように

対処したかのプロセス、そのプロセスを支えた情熱の重要性を感じます。 

私は酪農の応援団と話す奥さんの佐知子さんは、調理の勉強をして、農家レストラン「ハ

ートン・ツリー」を開業したいと思っていました。政人さんは、酪農ヘルパー等の経験を積

みながら鶴居村の交流事業の鍵となる観光協会のNPO法人として発足したＮＰＯ法人 美

しい村・鶴居村観光協会の事務局長として村の PR,観光交流の取り組みを推進しています。 

移住したとき、小学生だった3人の子どもたちの成人し、末っ子の次男が後継者として昨

年帰村しました。具体的な経営の数字もみせていただきましたが、２８年度から29年度へ

は、ほぼ倍増する売上を上げています。なぜか理由はあるのですかと問うと、子どもが継ぐ

とこになって覚悟ができたと笑わせました。夫婦ふたりで事業は終わりと思っていたところ、

志を引き継ぎ発展させいこうと覚悟で家族一丸となってさらに前進するそうです。 

後継者の次男は、「ほっかいどう未来チャレンジ基金」によりこの 9 月から 6 か月間、イ

タリアの料理学校に留学し本場イタリアで地域の伝統食材や料理を見直す「スローフード」

発祥の地で食文化を学び北海道の食を通じたメニュー開発に活かしていこうとしています。 

服部さんのお話で強く印象を受けたのは、 

 

１． 地域資源を活かした交流が農業と地域を再生すること。 

２． 交流の重要なコンテンツは、「食」「自然」「会話」であること。 
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・農家民宿やゲストハウスの魅力は、宿泊者等との会話。 

・サービス化やAI 化が進めば進むほど人間的な会話がある空間、時間は重要 

３． 農家レストラン「ハートン・ツリー」から農家民宿、体験教室、さらに特産チーズ

の製造・販売へと交流事業から特産品生産事業まで 6次産業化を着実に展開してい

ること。 

４． 観光交流を運営するなかでのさまざまな工夫がされてきたころ。 

・苦労したこともあるWOOFの受入が大きな人脈的効果を上げている。 

・食を通じた交流のたのしさが、どこにもないオリジナル性を発揮しリピータを呼

び込んでいること。 

・トウモロコシを食べる丹頂、農業に被害も与えるが大切な自然環境を守り後世に

伝えるための、地道な追い払い作業隊活動など大勢の人が参加して維持できるこ

と。 

・さまざまな予約サイトを活用して集客するうえで、キャンセル率を減少さるには、

予約対応、質問などの細やかな対応をアウトソーシングすること。 

 

５． 地域の学校の食育として、酪農、チーズのすばらしさを伝え、イメージを一新させ

るなど、地域内のこどもにも誇れるものと伝える必要性。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹頂と酪農の美しい村「鶴居」  

北海道の鶴居村は、人口2,5２４人（平成３０年４月末住民登録人口）。北海道の東部、釧

路市の北部に隣接し、釧路湿原上流部にあり酪農業が主要産業です。特別天然記念物の丹頂

鶴は、毎年11月頃から見られ、鶴見台や鶴居伊藤サンクチュアリ、雪裡橋などで多くのタ

ンチョウが観察できます。 
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村内の酪農家はそれぞれ広大で豊かな草地を持ち、毎日熱意と技術をかけて乳生産を行っ

ています。また夏に発生する海霧も、牛たちが苦手な暑さをやわらげる恵みの気候風土。鶴

居村では自然と酪農家の努力によって、品質の高い生乳が生産されています。 

 2002年オープンの「鶴居村農畜産物加工施設 酪楽館」は、鶴居産のフレッシュな生乳

を使い、ナチュラルチーズをていねいな手作りで製造しセミハードタイプ 5 種のチーズを

｢鶴居｣と言う名称で製造し、2007年に中央酪農会議主催の｢ALL JAPAN ナチュラルチ

ーズコンテスト｣で最優秀賞の｢農林水産大臣賞｣を受賞したのを皮切りに、その後連続して

上位受賞に輝いています。 

 小さな村の栄えあるチーズは、｢酪楽館｣や｢鶴居たんちょうプラザ つるぼーの家｣などで

販売中です。農家レストラン「ハートン・ツリー」の食は重要なコンテンツ。 
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美しい村・鶴居村観光協会は、「５泊以上の長期滞在型観光ツアーを実施」「タンチョウ

の観察、チーズづくり体験、フットパス等地域資源を活用した交流活動」「農業者や商工

業者など地域の多様な団体と連携し、農泊や商品企画、特産品販売など観光地づくり」を

推進しています。 

その結果、長期滞在型観光ツアー参加者が 12 人から 68 人と５倍以上増加（Ｈ23-

27） うち、外国人の長期滞在型観光ツアー参加者も増加傾向。鶴居村の観光入り込み客

数が約17万人から約 19万人に増加（Ｈ24-27）しています。 

こうした活動を評価されて、平成28年 10 月 17日に内閣官房及び農林水産省が主催

する「ディスカバー農山漁村（むら）の宝」（第 3回選定）農山漁村活性化の優良事例と

して選定されています。 

美しい村・鶴居村観光協会は、農林水産省の農山漁村振興事業（農泊事業）により、丹

頂鶴、釧路湿原、酪農といった観光資源に地域交流を組み入れた鶴居ならでは、観光交流

事業、訪日外国人の旅行客の増加を目指して、台湾を中心としたサイクルツーリズムや東

南アジアからの観光客誘致を重点的に長期滞在型観光による村内消費に引き続き力を注

いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年９月１２日（水）第３農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナー結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年９月１２日（水）第３農山漁村コミュニティ・ビジネスセミナー結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

服部さんの活動経緯メモ 

 

 

○ 移住後の時系列の流れについて 

・平成３年に会社を退職後、家族４人で大阪から北海道鶴居村に移住。標茶町育成牧場で

臨時職員として勤務。 

・その後、平成４年、鶴居村酪農ヘルパー利用組合に正職員として採用され、 

・平成１１年に、農地を取得するとともに、阿寒連峰から湿原が見渡せる丘の上に、小動

物のふれあい牧場とファームレストラン「ハートン・ツリー」を開店、地元食材の牛乳

にこだわった手作り料理を提供している。 

・その後、都会では味わえないのんびりした時間を提供したいとファームインを平成１２

年オープン。農作業のサポートと田舎からのグローバルな情報発信を目的に海外青年の

ホームステイを平成１１年から受け入れている。 

・村内の酪農家と協力して、グリーン・ツーリズム組織「鶴居村あぐりねっとわーく」を

平成１５年に立ち上げ、農業体験や農泊の企画・運営を進めるなど、地域に溶け込んだ

新しいビジネスの展開や、外国人との交流による鶴居村の魅力発信などを展開。 

・平成 18 年 第２のライフスタイルを精力的に満喫している点が評価されて、第 4 回

（平成 18年度）オーライ！ニッポン大賞ライフスタイル賞受賞。 
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○ 受賞後の活動について。 

カマンベールチーズは、平成２５年から製造販売 

○ チーズは、個人で製造 

○ 鶴居村では、酪農が盛んであるがチーズを製造販売しているのは、（株）鶴居村振興公社 

チーズ製造施設「酪楽館」のみ。農家経営のチーズ工房は無し。 

○ 今後、今後 5頭程度の酪農事業に興味をもっている。 

○ 後継者は、昨年次男（3 番目）が後継者として帰村。 

○ 交流事業と加工事業の入り方はどちらが先にすべきか悩む場合は、交流事業（農泊、ゲ

ストハウス）が先と考えますが、加工品（食としての特産品）の展開も大事。 

○ 交流事業と加工事業のウエイトについて、交流事業（70％）と加工事業（30％）が良

いと思う。 

○ 「グリーン・ツーリズム組織「鶴居村あぐりねっとわーく」の代表を外れ、現在の活動

は個々の宿泊体験となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、服部ご夫婦が作られている「ハート型のカマンベールチーズ」は、里の物語オンライ

ンショップで購入可能です。このカマンベールチーズは、本場のフランス人も認めた絶品の

チーズで、５月２７日（日）TBS 系列で放送された【こんなトコロに絶品グルメ！？お取

り寄せレストラン】で人気爆発し自慢のチーズが売り切れ状態になりました。９月に、生産

が追いつき、里の物語オンラインショップでも販売を開始しました。 

https://satomono.com/?pid=131482878 

https://l.facebook.com/l.php?u=https%3A%2F%2Fsatomono.com%2F%3Fpid%3D131482878%26fbclid%3DIwAR0hTuMEXtGwCl-rpC-w_IR9yA9AjHt1XdAvK6Fa5TR35Yn8sfQnsYsArUA&h=AT1UXxFD9AFIRfdtYHBAE_2Px5Lcs-O2KhvuzcsE0qylH98WizmrdkMW3DWpm0Z7--cJkevXOOSuPAbth1GW3RWAInhnPaFaUVBAEvpeFfJaO2xdwr8mM-BiUx3zS4l0ZQFpSVusZeINNG1k3OYagJLoCOkOyhF-fo8sRr_cJ3JRwrpvlbZlqyIO-EHYARmbvClyY5HcqfOb_aKrZIMQlKKDOiR03q8oitmKCwiq5h74KcyH4WTl4ALvUOpF_HZ2PL8BMWkD1dbgyqzGO37-Eu9xwQj7w5KSczm2EIB86iYw24nFnOxRuSHg81PKjAOG8ElFGsIwqOcfMe_8VCUatQhvlUzFh-0tk4d2HM2cDFDbnerXv9OTzH0NhE1OIcQ9djtNE38pi-ApnSGhxVB3tgNHWAhTRlWEpTQWuIQq4IEhmkaBnLoElzQTWOx81IuOnoXZHQE5PrC8pvQ3KQ
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